
　自動運転による新交通システムで発生した逆走事故が最
近問題となりました．人工知能（AI）やロボット技術による
無人化は，働き方改革への応用など期待が持たれています
が，こういった新技術の理念もいずれ形骸化し，問題が起
きる可能性があることは十分に認識すべきです．臨床検査
においても自動化は必要不可欠なものですが，検査データ
を読み解く力を常に低下させないような体制作りが大切だ
と思います．
　本号の「技術講座」や「臨床検査のピットフォール」で
は，脂質検査や輸血検査について取り上げられています．
こういった一般的な検査ほど，検査データを読み解く力が
より求められます．「トピックス」では，新ゲノム医療と
遺伝子腫瘍についての記述であり，2 稿ともかかわり深い
内容です．このうち「3D オルガノイドが拓く新ゲノム医
療時代」は，将来的な癌治療に関する内容が記載されてお
り，今月のピックアップとさせていただきました．「Labo-
ratory Practice」では，尿細胞診での vimentin 陽性細胞に
対する考え方についてわかりやすく述べられています．

「フォーカス」では「慢性腎臓病に伴う骨・ミネラル代謝
異常（CKD-MBD）」と「造血器腫瘍の病型決定に必要な染
色体・遺伝子異常」など，身近な検査から，いかにデータ
を読み解くかが詳しく解説されています．「病気のはな
し」では，「パーキンソン病」についての基本的な病態と
治療について述べられており，興味深く拝読しました．こ
の他の内容に関しても，総じて本号は，“基本に立ち返
り，未来を見据える”ような内容だったと思います．ぜひ
とも全体を通して読まれることをお勧めします．
� （八鍬恒芳）
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編集室より
　今年の医学検査学会は，山口県下関市での開催でし
た．最近は学会も大都市で行われることが増えた印象が
ありますが，今回のようにその土地の雰囲気に触れるこ
とができるのも，学会参加の楽しみの一つだと思いま
す．雨・強風という天候の中，会場間を何度も移動し，
熱心に講演を聞かれている参加者の皆さまの姿にも非常
に刺激を受けました．� （K）

サムソン─メイギムザ─パパニコロウ染色を比べてわかる
体腔液アトラス

諏訪中央病院 中央検査科　保科ひづる

比べてわかる体腔液検査＆細胞診！
体腔液検査と細胞診，双方の染色結果を「比べて学ぶ」
機会はなかなかないのではないでしょうか．今回の増刊
号では，サムソン染色，メイギムザ染色とパパニコロウ
染色の3つをベースに，「染色像の見比べができる」ア
トラスを企画しました．90症例を通じて病態をイメー
ジする力が身につく1冊です．
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